
令和５年度「我が家のプラごみゼロ宣言」の実施結果について

・海洋マイクロプラスチック問題などの環境問題対策として、市民自らが行動することを促す。
・総合的、計画的な環境教育・環境学習の推進を図る。

九頭竜川河口部清掃活動の様子
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《概要》

《児童たちが取り組んだ「プラごみゼロ宣言」》

坂井市内の小学４年生とその家族 令和５年７月～８月（夏休み期間）

実施期間中、宣言書にて「我が家のプラごみ宣言」を行い、家族で取り組んで
もらう。児童は、実施期間終了後、取り組んだ感想を提出する。

〇主な取り組み

マイバック持参する 221名 マイボトルを持ち歩く 101名
簡易包装を選ぶ 3名 ごみは持ち帰る 19名
繰り返し使えるものを選ぶ 11名 ポイ捨ては絶対にしない 134名
詰め替え用を使用する。 41名 ボランティア活動に参加する。 15名
プラストローの使用を控える 9名

①第二次坂井市環境基本計画の推進

②環境保全・美化に対する意識の醸成

令和５年度（夏休み実施）対象児童８３１名
令和４年度（夏休み実施）対象児童７８２名

◆目的

◆内容

◆対象 ◆期間
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【マイバック持参】
・忘れがちになることが多いので使った後は必ずたたんで、かばんや車にかたづける。お出かけする前に家族で声を
掛け合う。
・ぼくのお母さんはマイかごを持って行く。そうしたら、プラごみゼロになるだけでなく、品物を入れるときに早く
入れられて、いいことがたくさんある。

【簡易包装】
・ごみが少なくなったので、ごみが捨てやすくなった。
・包装紙を減らすだけで、プラスチックごみの量が減ることが分かった。

【繰り返し使える物】
・スーパーに行ってもプラスチックの容器の物が多いので、なかなか難しいと思った。調味料やドレッシングの容器
も家からマイボトルを持って行くような感じで、プラスチックを増やさないようにしたい。

【詰め替え用を使用】
・毎回なくなったら詰め替えるのが大変かと思ったけどそんな大変ではなかった。これからも続けたいと思う。少し
でもプラスチックごみを減らしていきたい。

【プラスチック製ストローの使用は控える】
・プラスチックのストローよりアルミのストローのほうが冷たくておいしかった。小さい物なので持ち歩きやすかっ
た。紙製のストローもあったけど、ふにゃふにゃになるし吸いにくいからアルミ製のほうがよかった。

【マイボトル】
・外に長く出ていて水筒の水がなくなり、自動販売機で買わないといけなくなったことが残念だったのでクーラー
ボックスの中に、再利用したペットボトルの中に水を入れて持ち歩いている。
・自動販売機でペットボトルの飲み物を買わないようにした。今年の夏はとても暑く水筒の中身がなくなってしまう

①提出された児童の感想（抜粋）

《成果》
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ことが多くて自販機で何回も買ってしまった。水筒やマイボトルに直接飲み物が入れられる自販機があったらいい
なと思った。

【ごみの持ち帰り】
・弁当とペットボトルの空のごみを家に持って帰って、洗って捨てることができた。家にごみを持って帰って、ゆっ
くり分別できたのでよかったなと思う。

【ポイ捨てしない】
・プラスチックの入れ物はごみ箱には入れずに、洗ってリサイクルを集める場所に持って行った。洗って乾かすこと
が大変だった。
・自分が出したごみは持ち帰ることで町がきれいになると思う。みんなで取り組みを続ければ、もっと住みやすい町
になると思う。

【ボランティア参加】
・道路には色々なごみが落ちていて大変だった。とくにコンビニの近くにたくさん落ちていた。ごみがそんなに落ち
ていないと思ったけど思ったより落ちていた。

【その他】
・家の畑で採れた野菜を食べると、買い物をせずにすみ、プラごみが出ないことに気づいた。
・飲み切ったペットボトルを捨てずにもう一回沸かしたお茶を入れて再利用している。お茶を買う回数とごみを捨て
る回数が減った。

②児童が希望する未来の坂井市像（抜粋）

・リサイクルやリデュース、リユースなど色々とごみを減らす活動が進んでいる町。
・ごみがきちんと分別されてリサイクルしたもので色々なものができている、きれいな坂井市。

児童の感想の中には、プラごみに対する気付き、実施の際に工夫した様子、プラごみや環境に対する意識の変化、
また継続して取り組みたい、他の取り組みに挑戦してみたいとの意見が多くあったことから、児童とその家族がプラ
ごみ削減について自ら考え、行動していたことが分かり、環境保全・美化に対する意識の醸成が図られた。

③まとめ



実際に提出された感想シート①
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実際に提出された感想シート②
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実際に提出された感想シート③
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実際に提出された感想シート④
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